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研究成果の概要（和文）：　本研究は日常生活の中で生じる錯視現象を芸術的表現に活用し、かつその表現用要素を交
通システムの一部に活用することを目的とした研究である。
　道路上に設けた突起状のハンプおよびイメージハンプは速度抑制デバイスとして広く使われている。本研究では、ス
トライプパターンを利用したイメージハンプを設計し、その盛り上がり効果を考察した。盛り上がり効果に必要な表現
要素は、10m以上の奥行き長、プログレスパターンの縞模様、逆遠近パースの活用、複数の縦ラインの配置などである
。これらの視覚的効果に加え、音や衝撃などを付加することで速度抑制効果がさらに増強することが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：I utilize an optical illusion phenomenon to occur in everyday life in artistic exp
ressions, and this study is intended to utilize the visual illusion effects in traffic system. 
The hump with the upsurge on the road and the image hump are used as a speed restraint device widely. In t
his study, I designed the image hump using a stripe pattern, and I considered the swelling effect through 
some experiments. The swelling effects can be realized by the image hump at least 10m long, progressive pa
ttern by stripe and usage of reversed perspective method, providing plural lines along the road. The speed
 control effects are more strengthened by the stimulation by the sound, and by the shock to feel to a body
.

研究分野：

科研費の分科・細目：

時限

キーワード： 錯視効果　ハンプ　イメージハンプ　盛り上がり効果　道路　ストライプ　坂道錯視　速度抑制

デザイン学



様 式 Ｃ‐１９、Ｆ‐１９、Ｚ‐１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 私たちは知らず知らずのうちに様々なケ
ースで錯覚を体験している。その中で視覚に
おける錯覚のことを錯視と呼んでいる。錯視
の現象は、工学的映像解析等の専門分野だけ
でなく、一般生活においても良い現象として
受け止められているものではない。ところが
実験心理学や認知心理学などの心理学研究
分野、あるいは芸術の表現要素として活用す
る場合、視覚的なトリック表現の観点からも
非常におもしろい研究対象である。本研究は、
芸術表現に活用される錯視の表現要素を公
共空間、特にハンプなど交通システムの一部
に活用し、錯視効果によって速度抑制効果に
結びつけることを目的とした研究である。 
 ところで、速度抑制を目的として開発され
た道路上のハンプには図１のように円弧型
ハンプ、台形型ハンプ、サイン曲線型ハンプ
などがある。連携研究者の佐賀大学理工学部
の清田勝氏は、数々の実験で最も効果的なハ
ンプについての結果を出している。しかし同
時に住宅街等に設置された場合、走行時の騒
音問題も課題となっている。また一方、イメ
ージハンプ等については積水樹脂株式会社
等を中心に製品開発が進められ、ヨーロッパ
など海外各地にも設置している。イメージハ
ンプ（図 2参照）の速度抑制効果はハンプに
比べると低い。つまり錯視効果の演出による
減速効果は一時的に高まったとしても、一度
走行すると、その経験から二度目の効果に反
映されにくい傾向にあることが理由である。   

図 1：ハンプの形状 

図 2：イメージハンプ 

 
 本研究は、錯視効果による視覚的トリック
を活用し、既存の台形型ハンプおよびサイン
曲線型ハンプにイメージハンプを併用した
新型ハンプの開発を目的に研究を進めるも
のである。現在までの研究では、縞パターン
を活用したイメージハンプのフラットな実
験道路面での走行実験等は複数回にわたっ

て行っており、その盛り上がり効果の成果に
ついては確認済である（図３参照）。しかし
冒頭で述べたように、イメージハンプだけで
は速度抑制効果は低い。そこで上記の錯視効
果を既存のハンプに活用し盛り上がり効果
を演出することができないかと考えた。既存
のハンプとイメージハンプとの併用型ハン
プの開発事例はないこともあり、研究成果に
期待が寄せられる中、研究がスタートした。 

図 3：イメージハンプの走行実験模様 

  （積水樹脂滋賀工場） 

 
２．研究の目的 
 本研究は錯視効果を公共空間に活用する
ことを目的とするもので、H20~H22年度ま
での基盤研究（C）の研究成果をもとに、交
通システム等に応用展開しようとする研究
である。研究目的の一つは、視覚芸術作品に
おける造形表現的視点からの制作研究を通
し、イメージハンプに結びつくアイディアの
ヒントとなる表現要素を探る。もう一つの研
究目的は、これらのアイディアのヒントをス
トライプ型イメージハンプと既存のサイン
曲線型ハンプを併用した新型ハンプの盛り
上がり効果に有効な表現要素を活用し、様々
な角度からの調査と検討を重ね、交通システ
ムへの導入に結びつける手がかりとする。 
 
３．研究の方法 
３－１ 図３の積水樹脂工業株式会社滋賀工
場での走行実験結果をもとに、既存のサイン
曲線型ハンプとの併用による新型ハンプ開
発に向けた活用可能な表現要素を整理する。 
３－２ 佐賀大学構内に設置されている既存
のサイン曲線型ハンプとイメージハンプに
よる新型ハンプ開発に向けたデザイン案の
アイディア展開をおこなう。 
３－３ イメージハンプのアイディア展開か
ら１／５モデルの実験用道路の作成および
厳選した数種のデザインでの縮小モデルに
よるラジコンカーを使った走行実験、ならび
に視覚効果の比較検証をおこなう。 
３－４ アイディア展開および１／５モデル
による実験走行検証をもとに、新型ハンプへ
のアイディア展開をおこない、原寸大による
仮設置、走行実験をおこなう。 
３－５ 仮施工した実験道路における走行実
験に対し、連携協力者とともに盛り上がり効
果の要素別検証をおこなう。 
３－６ 要素別検証に基づき問題点と効果的



な表現要素の整理とリデザインを重ね、実際
の道路での施工に向けた検討および交通シ
ステムへの導入を視野に入れた検討を行い、
学会等において研究成果を発表する。 
 
４．研究成果 
４－１ 表現要素の整理と視覚効果の比較 
 図３の走行実験に伴う要素的分析を通し、
ストライプ型イメージハンプの盛り上がり
効果に必要な表現要素の整理から、以下のこ
とが明らかになった。 
 図４はパターンの比較を示したものであ
る。パターン Aは漸変的に配置したストライ
プパターンであり、パターン Bは遠近法と逆
遠近法を活用し縦のラインが配置されてい
る。平面図だけでもパターン Bのほうが、盛
り上がり効果が高くなることがわかる。これ
は遠近法と逆遠近法を強調するための縦ラ
インが、漸変的に配置したストライプパター
ンの盛り上がり効果をより視覚的に強化し
たと考えられる。 
 一般的に遠くに見えるものは手前よりも
小さく見える。遠近法と逆遠近法の活用とは、
縦のラインを入れ、下り坂や登り坂に見せる
手法である。下り坂には漸変的に幅を小さく
見せ、また登り坂には遠くが大きく見えるよ
うにする。このことにより錯視が効果的に働
き、アップダウンの効果がより強調したので
ある。遠近法と逆遠近法の比較とその見え方
を示した図が図５である。 

 
図４（上）：ストライプパターンの比較（１）         

図５（下）：逆遠近パースによる立体的な見え方 

 
 なお、走行実験検証におけるストライプ型
イメージハンプでは、パターン Bの図柄を改
良したものである。盛り上がりを演出するた
め、頂点部分から下り坂に差しかかるところ

に狭い道路幅ラインを設けたデザインが図
６であり、積水樹脂滋賀工場での実験で活用
したストライプ型イメージハンプのアイデ
ィア図である。 

図 6：坂道錯視の応用による盛り上がり効果の演出 

 
 一般に坂道錯視の事例でミステリーゾー
ンと言われる坂道が香川県の屋島などに存
在する (図７参照)。なぜミステリーゾーン
と言われるかというと、登り坂でありながら
下り坂であるような錯覚に陥る不思議な坂
であることから名付けられた。この原因は、
まわりの景観との対比が原因と思われてい
た。立命館大学の北岡明佳氏によると、その
要因は、手前の坂道と遠くに見える坂道との
対比によるもので、峠を超す前に見える緩や
かな坂道は、遠くに見える急勾配の坂道と対
比され下り坂に見えるのである。つまり、連
続する坂道において、緩やかな坂道の向こう
側に急勾配の坂道がある場合に起きる錯視
である。急勾配の坂道を進んでいるときは、
遠くに見える緩やかな坂道が見えることで
次は下り坂であると勘違いする。この心理的
要因を利用したのが、図６で示す盛り上がり
を演出するストライプパターンである。図８
は急勾配とゆるやかな坂道が連続して続く
坂道の断面を示した図である。視点位置は図
７の写真を撮影した場所であるが、明らかに
下り坂に見える。 

図７：坂道錯視（香川県屋島） 

 
図 8：坂道錯視が起きる坂道の断面 



４－２ 既存のハンプとストライプ型イメー
ジハンプ等の融合とその視覚効果 
 佐賀大学では３種類のハンプが学内に設
置されている。またサイン曲線型ハンプと台
形型ハンプについては佐賀市内の住宅街に
も設置されている。 
 本研究では、学内に設置されているサイン
曲線型ハンプと台形型ハンプの２種類でイ
メージハンプを融合した新型ハンプの仮施
工で走行実験を行った。 
 まずサイン曲線型ハンプについては２種
類のストライプ型イメージハンプのパター
ンを付加したときの盛り上がり効果につい
て実験を行った（図 10,11 参照）。図 10 は、
既存のハンプの奥行き長だけで盛り上がり
効果を演出する方法で、ハンプの奥行き長が
４m という長さであるためハンプ自体にグラ
デーション効果で盛り上がりを演出した。ま
た図 11 はハンプの前後に盛り上がり効果を
演出し、ハンプの頂点部分に横断歩道を連想
させるラインを設けたデザインである。 
 台形型ハンプについては逆遠近法による
チェッカーパターンで立体的錯視効果を演
出するアイディアを活用した（図 12 参照）。
図 13 はそのときの仮施工した時の写真であ
る。錯視による盛り上がり効果については、
それぞれのパターンの仮施工実験道路ごと
に、映像と黙視で検証をおこなった。 
 図 10 のセンターラインの左右の比較でわ
かるように、既存のハンプの奥行き長だけで
盛り上がり効果を演出するグラデーション
効果は、確かに盛り上がりの演出には有効で
あることが確認できた。しかし、視野角の関
係から盛り上がり効果に必要な奥行き長が
足りないことも明確となった。 
 一方、図 11 の場合は、ハンプの前後で盛
り上がり効果を演出する方法である。約 15m
の奥行きの範囲で下り坂と登り坂を設け、中
央部に位置するハンプ部分の真ん中に歩道
を連想させるストライプを設けてある。結果
として要素が複雑すぎて効果的な方法では
ない結果となった。 

図 10 上：サイン曲線型ハンプとの融合（仮施工 A） 

図 11 下：サイン曲線型ハンプとの融合（仮施工 B） 

図 12 上: 台形型ハンプとの融合（アイディア） 

図 13 下：台形型ハンプとの融合（仮施工） 

 
 台形型ハンプの仮施工における見かけの
盛り上がり効果の映像と黙視での確認では、
ハンプの存在を示す効果としては適切なデ
ザインである事が確認できたが、特に盛り上
がり効果を演出する効果的な方法とはなら
なかった。 
 これらの実験では、ハンプと路面の色が異
なることやハンプの奥行き長の問題などの
原因も重なり期待以上の成果は得られなか
った。既存のサイン曲線型ハンプにイメージ
ハンプを融合する場合、ハンプの色と道路の
色を同色に改良する必要がある。また奥行き
長と盛り上がり効果を得るために必要なイ
メージハンプの奥行き長は 10m 以上であるこ
ともわかった。視野角の問題は大きく影響す
るため、奥行きが短い既存のハンプの上にイ
メージハンプを付加するだけでは盛り上が
り効果を演出するというのは極めて難しい
ことも明らかになった。しかしハンプの存在
を示すチェッカーパターン、あるいはハンプ
の前後だけでも漸変的な縞パターンを活用
した融合方式も有効であることも実験検証
で見えてきた。図 14 は、視点位置と視野角
の関係を示した図である。 
 

図 14: 視野角と実際の見え 



４－３ 総括 
 人間の目は対比するものの存在や先入観
によって実際とは異なる見え方をする。本研
究は、このような日常生活の中で生じる錯視
の現象を芸術的表現へのアイディア展開か
ら交通システムの一部に活用することを目
的として研究を遂行してきた。実験制作等の
芸術表現としての成果発表は展覧会等で行
い、それらの表現要素の交通システムへの応
用展開等に関する研究成果は、国内外の学会
等で発表した。またホームページ等でも研究
成果を公開してきた。 
 実験結果を通し効果が期待できる表現要
素は以下の通りである。ストライプ型イメー
ジハンプにおいては 10m 以上の奥行き長が必
要であると同時に、漸変変化のパターンと逆
遠近法の活用や縦ラインの配置で盛り上が
り効果が増強する。また坂道錯視の応用とし
て、坂道の頂点部分と、その背後に見える遠
くの道幅を設けることで盛り上がり効果を
演出できる。これらの視覚的効果に加え、音
や衝撃などを付加することで速度抑制効果
がさらに増強する。動いている状態で錯視効
果を演出することが難しいという問題点は
あるが、今後の展開へと結びつく価値ある研
究成果を得ることができた。 
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  沢）, 金沢工業大学（石川県,金沢市） 
  2011.11/5  
 
〔図書〕（計 1件） 
⑪星加民雄 動きの錯視-騙される眼と視覚 
  トリックのエッセンス, アートとデザイ 
  ンの構成学, 朝倉書店, 151（94-111）,  
  2011（10 人による共著） 
 
〔その他〕 
ホームページ等 
2012 年 11 月に作成し、随時、成果の公開発
表を行ってきている。 
http://hoshika-tamio.com/ 
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